
公 社 の 概 要

（1）設立目的

茨城県の区域及びその周辺の地域において、その通行又は利用について料金を徴収すること

ができる道路の新設、改築、維持、修繕その他の管理を総合的かつ効率的に行うこと等により、

この地域の地方的な幹線道路の整備を促進して交通の円滑化を図り、もって住民の福祉の増進

と産業経済の発展に寄与する。

（2）名称及び法人格

茨城県道路公社

地方道路公社法（昭和45年法律第82号）に基づく特別法人

（3）所 在 地

茨城県水戸市笠原町978番25

電 話 （029）301－1131

ＦＡＸ （029）301－1140

（4）設立団体

茨 城 県

（5）設立年月日

昭和46年９月25日

（6）基本財産（令和５年４月１日現在）

100億3,980万円

茨城県 83億880万円

千葉県 17億3,100万円

（7）業 務

ア 有料道路の新設、改築、維持、修繕及び災害復旧その他の管理

イ 国、地方公共団体等の委託に基づき、有料道路の管理と関連のある道路の管理

ウ 有料自動車駐車場の建設及び管理

エ 有料道路に必要な休憩所、その他施設の建設及び管理

オ 国、地方公共団体等の委託に基づく道路に関する調査、測量、設計、試験及び研究

カ その他、前各号に附帯する業務

（8）役 員

理 事 長 羽 成 英 臣

理 事 皆 川 徹 二

理 事 田 村 央（茨城県土木部長）

監 事 井 上 高 雄（茨城県会計管理者）



有 料 道 路 事 業 の 概 要

地方道路公社法に基づき、県内において通行又は利用について料金を徴収することができる道路の新設、

改築、維持、修繕を行っている。現在、日立有料道路、水海道有料道路、常陸那珂有料道路及び若草大

橋有料道路の４路線８．９㎞について、管理運営を行っている。これまでに、１１路線の有料道路を

建設し、そのうち７路線については順次無料開放しているほか、道路運送法に基づく有料道路１路

線も無料開放している。

【これまでに無料開放した路線】

月居トンネル（昭和６２年２月１日無料解放）

表筑波スカイライン（平成１６年１０月１日無料解放）

石岡有料道路（平成１７年３月３１日無料解放）

霞ヶ浦大橋有料道路（平成１７年１１月１日無料解放）

水郷有料道路（平成２１年１２月３１日無料解放）

新大利根橋有料道路（平成２２年４月１７日無料解放）

下総利根大橋有料道路（令和２年１月１１日無料開放）

筑波スカイライン（平成１８年４月２６日無料解放）※道路運送法

［有料道路の制度］

限られた財源の中で早期に道路整備を行うことを目的とし、道路建設等に係る費用を借り入れ、供用後

に料金を徴収することによって当該借入金の償還に充てるとともに、維持管理に要する経費を賄う制度

である。

１ 供用中の路線
（１）日立有料道路

東京都と仙台市を結ぶ一般国道６号は、日立市街地を通過する唯一の幹線道路であり、また、

同市内の常磐自動車道のインタ－チェンジが市街地の南端と北端に位置していることもあり、

市内は慢性的な交通混雑が続いていた。

日立市内の交通混雑の緩和と効率的な地方道路網の早期整備を図るため、平成元年９月から

事業に着手し、常磐自動車道日立中央ＩＣの開通に合わせ、平成５年１０月に供用開始した。

また、橋梁耐震補強工事を実施するため、建設事業費(４億円増)及び料金徴収期間

(１０年間延長)について、事業変更した。

なお、料金徴収については、ＮＥＸＣＯ東日本（常磐道）との合併料金徴収を行っている。

ア 路 線 名 主要地方道 日立中央インタ－線

イ 起点・終点 日立市助川町～日立市白銀町

ウ 延 長 １．６㎞

エ 建設事業費 ５４億５千万円（うち出資金 15億9075万円）

オ 事業許可日 平成５年６月２４日 事業変更許可日 令和５年３月３１日

カ 料金徴収期間 平成５年１０月２０日～令和１５年１０月１９日

キ 交通量（令和４年度） 計画交通量（事業変更許可時） 5,475 台/日

実績交通量 5,493 台 /日



（２）水海道有料道路

一般国道３５４号は、茨城県鉾田市から県南西部地域を東西に横断して、埼玉県を経て群馬県高

崎市に通じる極めて重要な幹線道路である。県西の常総市や坂東市については、特に一級河川鬼

怒川を渡る豊水橋を中心として交通渋滞が著しく、日常生活や経済活動に多大な支障を来たしてい

る。このため、常総市から坂東市に至る約１４㎞のバイパス計画を平成３年に都市計画決定した。

特に、交通渋滞の著しい常総市内の混雑・緩和に寄与する鬼怒川架橋については、早急な整備が

地元から強く望まれていたことから、平成６年度から事業に着手し、平成９年８月に供用開始した。

ア 路 線 名 一般国道 ３５４号

イ 起点・終点 常総市豊岡町～常総市小山戸町

ウ 延 長 ２．７㎞

エ 建設事業費 ６６億５千万円（うち出資金 23億2750万円）

オ 事業許可日 平成６年８月３１日

カ 料金徴収期間 平成９年８月７日～令和９年８月６日

キ 交通量（令和４年度） 計画交通量（事業許可時） 9,716 台/日

実績交通量 2,157 台 /日

（３）常陸那珂有料道路

常陸那珂有料道路は、北関東自動車道と直結し、北関東物流の物流拠点となる常陸那珂港や

国営常陸海浜公園をはじめとする常陸那珂地区の開発と各施設の機能発揮を支援するため、平

成６年２月から事業に着手し、平成１１年７月に国が整備し日本道路公団（現在ＮＥＸＣＯ東

日本）が管理する東水戸道路と同時に供用開始した。

なお、料金徴収についてはＮＥＸＣＯ東日本（東水戸道路）との合併料金徴収を行っている。

ア 路 線 名 主要地方道 常陸那珂港南線（自動車専用道路）

イ 起点・終点 ひたちなか市新光町～ひたちなか市部田野

ウ 延 長 ２．９㎞

エ 建設事業費 ３２億５千万円（うち出資金 7億6000万円）

オ 事業許可日 平成６年２月２３日

カ 料金徴収期間 平成１１年７月２２日～令和１１年７月２１日

キ 交通量（令和４年度） 計画交通量（事業許可時） 12,790 台/日

実績交通量 4,012 台/日



（４）若草大橋有料道路

利根川に架かる利根町の栄橋と河内町の長豊橋は、交通が集中し慢性的な交通渋滞が発生しており、

両橋の間は、距離が１５㎞と長いことから、新たな橋梁の早急な整備が地元から強く望まれていた。

これらの渋滞を緩和し、茨城県と千葉県の相互の道路交通網の連絡強化を図るため、平成１３年９月

から事業に着手し、平成１８年４月に供用開始した。

ア 路 線 名 主要地方道 美浦栄線

イ 起点・終点 茨城県北相馬郡利根町大字加納新田～千葉県印旛郡栄町大字北

ウ 延 長 １．７㎞

エ 建設事業費 ６７億円（うち出資金 茨城県6億7000万円 千葉県6億7000万円）

オ 事業許可 平成１７年８月２５日

カ 料金徴収期間 平成１８年４月１８日～令和１８年４月１７日

キ 交通量（令和４年度） 計画交通量（事業許可時） 10,294 台/日

実績交通量 1,476 台 /日




